
【韓国漫画出版の現状について】 

２１世紀のコミック作家の著作権を考える会 

 
 韓国におけるマンガ市場は、1994～5年にピークを迎えた。当時、大手出版社のコミ

ックス初版部数は平均４万部と言われていた。 

 しかし、1997年の IMF通貨危機以後の不況により、失業率が高まり、低資金で開業

できる貸本業者が多数開店した。1998年のピーク時には、4700万人の人口に対して 2

万店の貸本店があるといわれていたが、その後の淘汰によって、現在は 8000店前後と

なった。 

 現在では、年間コミックス販売部数の 80%は貸本店が購入する。 

 消費者に直接購入されるコミックスは、人気上位 10～15作品に限られ、部数は全販

売部数の 20%を占めるに過ぎない。 

 出版社の経営は、コミックスを常時購入する貸本店によって支えられ、販売市場と貸

本業者が相互に依存している状況といえる。 

 
■ 漫画出版物流通箇所の変遷 

                         2003年 コンテンツ振興院調べ 

漫画取扱シェア 

 貸本屋=８０％・書店=１０％・オンライン書店=５％・取次直営書店=４％・漫画喫茶=１％ 

＊韓国にレンタル市場が拡大した最大の影響は、消費者に「漫画は借りて読むもの」であ

るという意識が強くなったことである。販売部数はピーク時の１／５～１／10 と言われて

いる。 

 

■ 韓国大手出版社の１点当たりの平均販売部数の推移 

1993年 1998年 2003年
貸本店 なし 20000 8000
書　店 5221 4897 2376
オンライン書店 なし 1～2 10
取次直営書店 4 20 20
漫画喫茶 5000 3～4000 2000
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■ 韓国の漫画読書方法 

      

年齢 レンタルする 購入する インターネット その他

19歳以下 89.3 4.9 5.3 0.4

20～29歳 91.8 2.5 5.8 0

全体 88.7 4.9 5.9 0.5
　2003年　コンテンツ振興院調べ
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